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「サハリン・プロ

 

はじめに 

 1999年７月に原油の先行生産

プロジェクトも2005年第４四半

岸からの水平掘りによる油井掘

他方では、サハリンⅠ、Ⅱプロ

れらプロジェクト開発が進むサ

重な地域であるとして、環境保

2002年９月18日には、サハリン

で計画する海底パイプライン敷

として、環境への悪影響を防止

フ・サハリン州知事宛のサハリ

2002年９月４日付の『ウォール

ェクトのオペレーター会社）及

がコククジラの生息海域付近で

危機に瀕している」として、「こ

と同程度の厳しい環境保護基準

する等、「サハリン・プロジェク
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ジェクト」を取り巻く環境及び補償問題  

を開始したサハリンⅡプロジェクトに引き続き、サハリンⅠ

期からの原油の商業生産開始を目指してチャイボ鉱区での沿

削作業の開始を本2003年前半に予定している。しかしながら

ジェクト開発の進展に伴い、ロシア国内外の環境NGOは、こ

ハリン北東沿岸地域は自然が手付かずのまま残されている貴

護を盾に活発な開発反対運動を展開している。このような中、

Ⅰプロジェクトが開発の第２段階（ガスの全面開発・生産）

設構想がサハリン州の漁業活動に悪影響を及ぼす恐れがある

するためのあらゆる措置を講じるべきとするファルフジノ

ン漁業者連盟アピールがサハリン地元紙に掲載された。また、

ストリート・ジャーナル』紙は、「シェル（サハリンⅡプロジ

びエクソン（サハリンⅠプロジェクトのオペレーター会社）

繰り返し地震探鉱等を実施した結果、これらクジラが絶滅の

れら両社はサハリン大陸棚開発においてもアラスカでのそれ

の下で原油・ガス開発を進める必要がある」旨の記事を掲載

ト」に対する環境保護面での内外の批判記事は増加する傾向

1 




